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大震災を口実にした義援金詐欺に注意を！

監修・問い合わせ　総社警察署（1９４－０１１０）

東日本大震災の発生に伴い、
過去の大規模震災発生時と同様、
災害義援金や見舞金を口実にし
た振り込め詐欺など、人の心に
つけ込んだ詐欺が、全国的に発
生しています。
岡山県でも、自治体職員をか

たった次のような手口の振り込
め詐欺が発生しました。
■手口
「東北で起きた地震で被災さ

れた人に、義援金を送る活動を

しています」、「支払い方法は振り
込みです」、「金額はお気持ちしだ
いで、多い人で１００万円以上を
お振込みいただいております」
などと言って現金をだまし取ろ
うとします。
このような電話を受けたら、

すぐ総社警察署生活安全課まで
通報してください。

▼
警察では、防犯講話や地域安

全ニュース、巡回連絡などあら
ゆる手段を通じて啓発活動を行
い、被害の未然防止に努めてい
ます。また、右のポイントに注
意して自ら大切な財産を守りま
しょう。

安全・安心
のすすめのすすめ総社署から

連載 健康アドバイス

のすすめ

そうじゃな！

たばこの煙には４０００種以上の
化学物質、２００種以上の有害物
質、６０種以上の発がん物質が含
まれています。ニコチンに限っ
て言えば、気道刺激、血管収縮、
発がん性などがみられ、依存性
は麻薬などの違法な薬物に引け
をとらないといわれています。
また煙には空気の燃えカスで

ある一酸化炭素が自動車の排気

ガスの４倍近く含まれています。
■たばこにより発病する可能性の
高まる病気
・のど、食道、胃、肺などのが
ん

・肺気腫や慢性閉塞性肺疾患な
ど酸素が必要になる病気

・脳梗塞や心筋梗塞、動脈閉塞
症など血管が詰まる病気

・白内障、生活習慣病、骨粗し
ょう症
周りにいるたばこを吸わない

人にも同様の影響が出ます。子
どもの場合は、喘息

ぜんそく

や気管支炎、
中耳炎などが起こりやすくなり
ます。

■たばこをやめるには
禁煙を行うにはきっかけ、動

機が必要です。軽い気持ちで行
ってもなかなか成功しません。
美容や健康、金銭面、家族のた
め、何でもかまいませんので、
明確にやめる意志をもって禁煙
を行うことが大事です。何かほ
しくなれば、ガムやあめ、水な
どで口の寂しさを紛らわせてく
ださい。
また、ニコチンパッチや、内

服薬などでニコチン依存症を治
療する方法もありますので、禁
煙外来を行っている医療機関に
ご相談ください。

たばこをやめる明確な意志をもつ

今月のテ
ーマ

今月のテ
ーマ

禁煙のすす
め

森下紀夫　医師
（吉備医師会から）

注意するポイント

公的機関では、災害義援金
や見舞金に関して、電話で振
り込みを依頼することはあり
ません。相手から「ＡＴＭま
で行ってください」などとい
った言葉が出たら要注意。「振
り込め詐欺」を疑いましょう。
犯人は、人の心につけ込ん

で、言葉巧みにあなたの財産
を狙ってきます。「自分だけは
だまされない」と過信せず、
被害を未然に防止するために、
不振な電話は１回切って、必
ずだれかに相談しましょう。

広報クイズ
今月の『広報

そうじゃ』を読
んで、次のクイズ
にお答えください。
Ｑ１ 雪舟くんの利用予約の電話番
号は、９２－○１１１
【応募方法】 はがきに答えと住所、氏
名、電話番号、市政や広報紙に対する
ご意見やご要望を明記のうえ、編集室
へ。正解者のなかから２人にチュッピ
ーのジクソーパズルを贈ります。
【応募期限】 ５月３１日c
【３月号の答え】 ５月末
【３月号の当選者】 難波初枝さん（総
社一丁目）、堀妙子さん（総社三丁目）。
〔応募者数１２人〕
■応募先　〒７１９－１１９２　中央一丁目
１番１号　総社市役所企画課
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読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊か
な吉備文化にはぐくまれている総社市
民です。
このことに誇りと責任をもち明るく
豊かなまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

山
手
小
学
校
の
児

童
は
、
ア
ル
ミ

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
収
益
で
ク
ッ
シ
ョ
ン

や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
山
手

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
お
年

寄
り
と
交
流
を
深
め
た

り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
対
し
、

山
手
小
学
校
の
全
児
童

へ
の「
わ
か
ば
賞
」受
賞

が
決
ま
り
、
３
月
１０
日

に
児
童
代
表
３
人
に
賞
状
と

記
念
品
を
私
か
ら
贈
り
ま
し

た
。
山
手
小
学
校
の
児
童
は

本
当
に
や
さ
し
く
、
す
ば
ら

し
い
活
動
を
し
て
い
る
と
感

心
し
ま
す
。

「
わ
か
ば
賞
」は
、
善
行
や

他
の
青
少
年
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
活
動
を
し
た
子
ど
も

た
ち
を
、
地
域
の
人
み
ん
な

で
た
た
え
あ
う
県
の
賞
で
す
。

こ
の
賞
を
励
み
に
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
た
め
の
活
動

を
す
る
子
ど
も
が
さ
ら
に
増

え
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

（
県
青
少
年
相
談
員

中
村
忠
雄
さ
ん
・
日
羽
）

●

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
岩
手
県
釜
石
市
と
釜

石
商
工
会
議
所
に
４
月
４
日
、

仲
間
を
支
援
し
た
い
と
の
思

い
で
救
援
物
資
を
届
け
ま
し

た
。釜

石
商
工
会
議
所
と

は
日
ご
ろ
の
業
務
で
縁

が
あ
り
、
連
絡
を
取
り

合
い
、
レ
ト
ル
ト
食

品
・
缶
詰
１
０
０
０
食

を
は
じ
め
、
段
ボ
ー
ル

２
０
０
０
枚
、
下
着
９

０
０
枚
、
長
靴
・
子
ど

も
靴
１
６
０
足
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
３
０
０
本
、
子

ど
も
用
お
む
つ
と
ゴ
ム

手
袋
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
０
枚
な
ど
を
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
救
援
物
資
は
、

呼
び
掛
け
に
協
力
し
て
く
れ

た
総
社
商
工
会
議
所
、
同
青

年
部
、
同
女
性
会
の
会
員
と

住
民
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ

て
く
れ
た
も
の
で
す
。
輸
送

は
会
員
の
事
業
所
が
申
し
出

て
く
れ
ま
し
た
。
４
月
２
日

に
積
み
込
み
を
行
い
、
４
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
に
救
援
物
資
を

満
載
し
現
地
へ
送
り
出
し
ま

し
た
。

東
北
地
方
や
関
東
地
方
の

太
平
洋
沿
岸
の
地
域
は
未
曾

有
の
被
害
で
す
。
早
い
復
興

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
総
社
商
工
会
議
所
青
年
部
・

樋
口
一
真
さ
ん
・
溝
口
）

わかば賞の賞状やたてを持つ山手小の児童代表
（受賞当時６年生）

救援物資を積み込む総社商工会議所の皆さん

今 月 の 表 紙

アムダの医療支援活動で岩手
県大槌町内を走る市の電気自動
車。写真提供＝河田雅史さん
（西阿曽）

■天災は忘れたころにやってく
る。何も準備ができていないわ
が家。集合場所など話し合いを
して準備を着々しなくては……。
■たくさんの物資が東日本に送
られるのを見て、本当に日本は
つながっていると感じた。これ
からも支援は続く。自分にでき
ることは何か考え、行動してい
きたい。
■雪舟くんの取材中、運転手さ
んが「みんながんばっとるから
な」と、心強い言葉をもらった。
皆さん、どんどん乗って雪舟く
んを喜ばしてやってください。

編 集 後 記

チュッピーのジクソーパズルが当たる


